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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,02 45,31 +0,29 43,89 +1,42

USD / BRL Spot BRL 2,1804 2,1761 -0,0043 2,2753 -0,0992

USD / JPY Spot JPY 98,16 98,58 +0,42 99,89 -1,31

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 52.997 53.150 +153 53.570 -420

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 152,5 148,0 -4,5 176,1 -28,1

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,44 11,45 +0,01 11,78 -0,33

DI Future Apr14（金利先物） % 9,82 9,88 +0,06 9,58 +0,30

3 Months US Dollar Libor % 0,243 0,244 +0,001 0,254 -0,010

CRB Index（国際商品指数） Index 287,4 286,6 -0,8 290,7 -4,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年10月14日

Indicator Unit 10月10日

先週金曜日のドルレアルスポット相場はレアル高値圏で小動きとなりました。朝方は、前日比あまり変わら
ない２．１８近辺で始まった後も２．１８を挟んでもみ合いが続きました。一部輸入筋からのドル買いが入った
との噂から２．１８台後半で取引される局面もありましたが、米財政協議妥結への楽観から本日も株式市場
が堅調に推移したためレアルも底堅い動きとなり、２．１７台後半へレアル高が進みました。その後は週末を
控えて小動きとなり結局２．１７台半ばで引けています。

トンビニ中銀総裁はＧ２０会議に参加したワシントンで「介入プログラムは効果を上げており、必要であれば
来年以降も続ける」と発言しています。介入プログラムは米緩和策縮小への懸念によって大きく進んだ
レアル安を抑制するために導入した経緯がありますから、未だに不透明な米国情勢を睨んでレアル安
抑制への意志を敢えて強調し市場をけん制する狙いがあると思われます。

今朝発表された週次サーベイでは今年末の成長率見通しが２．４７％から２．４８％へ引き上げられ、同
インフレ見通しが５．８２％から５．８１％へ引き下げられました。来年末の成長率・インフレ見通しはそれ
ぞれ２．２０％、５．９５％で変わらず、政策金利見通しも９．７５％のまま変化ありませんでした。
エコノミストの見方では政策金利を二桁に引き上げてインフレを抑えることは成長への懸念から未だメイン
シナリオとなってはいないようです。
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